
岡崎市 居宅介護支援事業者部会 

日時 平成 26 年 7 月 17 日（木） 14:00～15:30 

場所 岡崎福祉会館 3F301 号室（岡崎市朝日町 3丁目 2番地） 

参加者 ケアマネジャー115 名（居宅介護支援事業所、地域包括支援センター） 

部会名 岡崎市 居宅介護支援事業者部会（毎月第 3木曜日に開催） 

依頼者 岡崎東病院 院長 鈴木先生 

講師 井上内科クリニック 院長 井上雅樹 （拠点事業担当者 2 名同行） 

議題 在宅医療から地域包括ケアへ 

内容 

◆西三河南部東（岡崎市・額田郡） 保健圏域医療資源情報 

① 一般病床における医療圏間の病床依存度 

② 二次医療圏別医療資源 

③ 場所別死亡率 

◆在宅医療の用語説明 

① 訪問診療と往診の違い 

② 医療保険・介護保険算定項目 

◆平成 24年度 在宅医療連携拠点事業 報告 

① 診療所への働きかけ  ② 多職種への働きかけ 

③ 病院への働きかけ    ④ 地域住民への働きかけ 

◆地域包括ケアシステムの説明（厚生労働省資料） 

① 介護の将来像      

① 地域包括ケアシステムの捉え方 

◆平成 26年度 在宅医療連携拠点推進事業の当事業所の取り組み 

① 診療所ネットワークの構築 

② 24 時間在宅医療連携体制の構築 

③ 他地区での在宅医療連携の実例（長崎、新宿、北区） 

④ みんくるカフェ・いきいき広場 

⑤ 寸劇（在宅医療）の動画（17 分） 

感想 

在宅医療を行う診療所の情報が掲載された連携ガイドブックへの関心が高か

った。それは、診療所の情報をケアマネジャーに効率よく、伝える方法を模索

されている様子に見えた。 

当地区の保健圏域の中での病棟が少ない為に、在宅医療が必要に迫られて

いるのがケアマネジャーの方々の関心度合いから読み取ることが出来た。 

 



 

講演の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スライド資料の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 3 月 寸劇 『自分の家で暮らしたい』 

                                                                                                                                                   


